
Osaka Metro「関目高殿駅」から徒歩1分の場所に、2022（令和4）年10月開院。ビルの1Fにあり、車いす使用者やさまざまな利用者が受診しやすいフラットなアプローチ。看板も視認性を考慮し、色合いなどが検討された。

水まわりの特長
建物の特徴

「うえはら内科クリニック」は、2022（令和4）年10月にOsaka Metro「関目高殿駅」出口から徒歩1分、都島通りに面したビル1Fのアクセスのよい場所に開院。専門領域である循環器・腎臓疾患だけでなく、街のかかりつけ医として幅広い内科疾患の初期診療・継続診療に対応し、地域医療に貢献している。循環器専門医・腎臓専門医としてさまざまな合併症のある患者も総合的に診療。さらに、放射線科専門医が画像診断を行うCT検査などの各種検査を院内で実施、専門的な診断から治療までを提供している。院内は、高齢者や車いす使用者などさまざまな身体状況の方が使いやすいように、バリアフリーに配慮。待合室をはじめ内装は、上質な空間を目指し、白基調に濃い木目をアクセントとした落ち着ける色調としている。

トイレの特長
設計にあたり、院長・副院長、設計事務所の担当者がTOTOテクニカルセンター大阪を訪れ、衛生器具の実機を確認。トイレ空間内の器具の配置をパースや図面などで思索を重ね、利用者が快適に使用できるよう検討。車いすで使用できる共用トイレに加え女性専用トイレが設けられた。特に女性専用トイレでは、上質な空間となるようウォシュレット一体形便器ネオレストRHを設置。共用トイレは、さまざまな身体状況の方が使用することを考慮し、清潔さが保ちやすい壁掛型の大便器と小便器を採用。大便器後ろには、掃除用具やペーパーを格納できる住宅用システムトイレのレストパルを選定したほか、便ふたのオート開閉機能など、非接触の仕様の器具を採用し、患者もスタッフも快適に利用できるトイレとなった。

患者さんとスタッフの動線を明確に分けた院内の設計。入口のすぐ横には発熱などの患者さんを隔離できる診察室も準備している。トイレは中央に用意し、女性トイレと共用トイレの2ヶ所を用意している。

建築概要
名称	 うえはら内科クリニック
所在地	 大阪府大阪市旭区高殿4-22-34 高殿タウンビル1F
施主	 うえはら内科クリニック
設計	 株式会社コンパス
施工	 株式会社コンパス
竣工年月	 2022年9月
延床面積	 185,00㎡（クリニックの区画のみ）
構造・階数	 鉄骨造・地上7階

おもなTOTO使用機器
ウォシュレット一体形便器 ネオレストRH：CES9768S／腰掛便器：UWF系
棚付二連紙巻器：YH600FMR／音姫（トイレ用擬音装置）：YES400DR
自動洗浄小便器：UFS900JS／壁掛手洗器：LSK570APR

空間に優美な雰囲気を与える、やわらなかフォルムが特長のウォシュレット一体形便器ネオレストRHを採用。便ふたのオート開閉やオート便器洗浄、センサータイプの擬音装置など非接触で衛生的に利用できる。待合室から直接トイレへの出入りが見えないよう、レイアウトが配慮されたトイレ前の通路。手前に女性トイレ、奥に共用トイレを配置。トイレのピクトは院長自ら描いた、角に丸みを帯びた優しいデザイン。待合室からトイレの場所がわかりやすい、突き出しピクトサインを採用。男女のシルエットが中抜きになっておりシンプルで明瞭なデザイン。また、壁の角はR加工で丸みをもたせ、安全な設計にしている。

AI技術により被ばく線量を低減したCT装置や、車いすに座ったままでも胸部レントゲンが受けられるエックス線装置を設置。患者さんに優しいエックス線検査室を目指して、医療機器の選定、設計を行っている。

処置室の検尿小窓近くにはコンパクトな壁掛手洗器を用意。衛生性や効率性を考慮し、尿を捨てた手で金具に触れることなく、水が一定量流れて自動で止まるオートストップ機能の水栓を組み合わせている。掃除を担うスタッフの負担軽減につながるよう、トイレを使用するたびに、便器やノズルを自動で除菌する「きれい除菌水」搭載モデルなど、清潔性を維持しやすい機能をもつ器具を積極的に取り入れている。共用トイレには、清掃性に考慮し壁掛型の大便器と小便器を設置。大便器利用時に小便器が視界に入らないよう配置を考慮し仕切りも設置した。内装は異素材ながら、色や木目柄に統一感がでるよう慎重に選定している。

待合室は、患者さんが落ち着いて待っていただけるように白を基調としながら、濃い木目とブラックをアクセントとした上質な空間。左に診察室、奥に処置室、CT・レントゲン検査室、右にトイレが配置されている。

うえはら内 科クリニック
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うえはら内 科クリニック

待合室 待合室は、患者さんが落ち着いて
待っていただけるように白を基調とし
ながら、濃い木目とブラックをアクセント
とした上質な空間。左に診察室、奥に
処置室、CT・レントゲン検査室、右にト
イレが配置されている。

共用トイレ 共用トイレには、清掃性に考慮し壁掛
型の大便器と小便器を設置。大便器
利用時に小便器が視界に入らないよ
う配置を考慮し仕切りも設置した。内
装は異素材ながら、色や木目柄に統
一感がでるよう慎重に選定している。

共用トイレ 掃除を担うスタッフの負担軽減につな
がるよう、トイレを使用するたびに、便
器やノズルを自動で除菌する「きれい
除菌水」搭載モデルなど、清潔性を維
持しやすい機能をもつ器具を積極的
に取り入れている。

処置室 処置室の検尿小窓近くにはコンパクト
な壁掛手洗器を用意。衛生性や効率
性を考慮し、尿を捨てた手で金具に
触れることなく、水が一定量流れて自
動で止まるオートストップ機能の水栓
を組み合わせている。

CT室 AI技術により被ばく線量を低減した
CT装置や、車いすに座ったままでも
胸部レントゲンが受けられるエックス線
装置を設置。患者さんに優しいエック
ス線検査室を目指して、医療機器の
選定、設計を行っている。

トイレサイン 待合室からトイレの場所がわかりやす
い、突き出しピクトサインを採用。男女
のシルエットが中抜きになっておりシン
プルで明瞭なデザイン。また、壁の角
はR加工で丸みをもたせ、安全な設計
にしている。

トイレ前通路 待合室から直接トイレへの出入りが見
えないよう、レイアウトが配慮されたトイ
レ前の通路。手前に女性トイレ、奥に
共用トイレを配置。トイレのピクトは院長
自ら描いた、角に丸みを帯びた優しい
デザイン。

女性トイレ 空間に優美な雰囲気を与える、やわら
なかフォルムが特長のウォシュレット一
体形便器ネオレストRHを採用。便ふ
たのオート開閉やオート便器洗浄、セ
ンサータイプの擬音装置など非接触
で衛生的に利用できる。

建築概要
名称	 うえはら内科クリニック
所在地	 大阪府大阪市旭区高殿4-22-34 高殿タウンビル1F
施主	 うえはら内科クリニック
設計	 株式会社コンパス
施工	 株式会社コンパス
竣工年月	 2022年9月
延床面積	 185,00㎡（クリニックの区画のみ）
構造・階数	 鉄骨造・地上7階

おもなTOTO使用機器
ウォシュレット一体形便器 ネオレストRH：CES9768S／腰掛便器：UWF系
棚付二連紙巻器：YH600FMR／音姫（トイレ用擬音装置）：YES400DR
自動洗浄小便器：UFS900JS／壁掛手洗器：LSK570APR

図面
患者さんとスタッフの動線を明確に分けた院内の設計。入口のすぐ横には発熱な
どの患者さんを隔離できる診察室も準備している。トイレは中央に用意し、女性トイ
レと共用トイレの2ヶ所を用意している。

水まわりの特長
建物の特徴

「うえはら内科クリニック」は、2022（令和4）年10月にOsaka Metro「関目高殿駅」
出口から徒歩1分、都島通りに面したビル1Fのアクセスのよい場所に開院。専門
領域である循環器・腎臓疾患だけでなく、街のかかりつけ医として幅広い内科疾
患の初期診療・継続診療に対応し、地域医療に貢献している。循環器専門医・腎
臓専門医としてさまざまな合併症のある患者も総合的に診療。さらに、放射線科
専門医が画像診断を行うCT検査などの各種検査を院内で実施、専門的な診断
から治療までを提供している。院内は、高齢者や車いす使用者などさまざまな身
体状況の方が使いやすいように、バリアフリーに配慮。待合室をはじめ内装は、上
質な空間を目指し、白基調に濃い木目をアクセントとした落ち着ける色調としてい
る。

トイレの特長
設計にあたり、院長・副院長、設計事務所の担当者がTOTOテクニカルセンター
大阪を訪れ、衛生器具の実機を確認。トイレ空間内の器具の配置をパースや図面
などで思索を重ね、利用者が快適に使用できるよう検討。車いすで使用できる共
用トイレに加え女性専用トイレが設けられた。特に女性専用トイレでは、上質な空
間となるようウォシュレット一体形便器ネオレストRHを設置。共用トイレは、さまざまな
身体状況の方が使用することを考慮し、清潔さが保ちやすい壁掛型の大便器と
小便器を採用。大便器後ろには、掃除用具やペーパーを格納できる住宅用システ
ムトイレのレストパルを選定したほか、便ふたのオート開閉機能など、非接触の仕
様の器具を採用し、患者もスタッフも快適に利用できるトイレとなった。

外観 Osaka Metro「関目高殿駅」から徒
歩1分の場所に、2022（令和4）年10月
開院。ビルの1Fにあり、車いす使用者
やさまざまな利用者が受診しやすいフ
ラットなアプローチ。看板も視認性を考
慮し、色合いなどが検討された。
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